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岐阜県学生軟式野球連盟規約 

 

第１章 総則 

（名称） 

第１条 本連盟は岐阜県学生軟式野球連盟と称する。 

（目的） 

第２条 本連盟はアマチュアスポーツとしての正しい軟式野球を、本連盟に所属する全て

の学生に普及し、その健全なる発展を図るとともに、全員相互の親密なる連絡と

平和国家の建設に寄与するをもって目的とする。 

 

第２章 事業 

（事業） 

第３条 本連盟は第１章第２条の目的を達成するため下記の事業を行う。     

１．春季リーグ戦、秋期リーグ戦。 

２．本連盟に関する刊行物の発行。 

３．その他、本連盟の目的達成に必要な事業。 

 

第３章 会員 

（資格） 

第４条 本連盟加盟を希望する学生軟式野球部で、総会において加盟することが認められ

た者を会員とする。 

（会員） 

第５条  

１．本連盟は、岐阜医療科学大学、中部学院大学、東海学院大学、中日本自動車短期

大学、中日本航空専門学校、朝日大学をもって会員とする。 

２．会員各大学は、総会において定められた連盟費を本連盟に納めなければならない。 

 

第４章 組織 

（組織） 

第６条 本連盟は総会、理事会、連盟委員会を設ける。 

（特別委員の設置） 

第７条 本連盟は、その運営上必要と認められる場合、総会のもとに特別委員会を設ける

ことが出来る。なお、特別委員会の人選は総会で行う。 
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第５章 役員 

（役員） 

第８条 本連盟は下記の役員を置く。 

１．会長１名、顧問若干名。 

２．理事若干名、理事のうちから理事長１名、副理事長３名。 

３．会計監査（理事）２名。 

４．連盟委員５名、連盟委員のうちから委員長１名、副委員長１名。 

（役員の選任） 

第９条 本連盟の役員は下記の通りとする。 

  １．会長    

  ２．顧問   総会の推薦による。 

３．理事長  理事会における互選による。但し、理事長の選任は総会の承認を受け 

ることを要す。 

４．副理事長 理事会における互選による。 

５．会計監査 理事会の推薦による。 

６．委員長  連盟委員会における互選による。但し、委員長の選任は総会の承認を

受けることを要す。 

７．副委員長 委員長の任命による。 

（役員の職務権限及び義務） 

第１０条  

１．会長、副会長、顧問は連盟に対し助言を与えるとともに公式行事に出席す          

る。 

   ２．理事長は本連盟を代表し、本連盟の運営が円滑に行われるために本規約並びに 

総会及び理事会の決議を執行する権限を有し、その義務及び責を負う。 

   ３．副理事は、理事長を補佐し、理事長不在の場合之を代行する。 

   ４．委員長は、連盟委員会を統括し、本連盟の事業が円滑に行われるように努め、 

その責を負う。 

   ５．副委員長は、委員長を補佐し、委員長不在の場合は之を代行する。 

   ６．会計部長は、本連盟の会計を担当し、会計報告を行う。 

（役員の任期） 

第１１条  

１．上記役員の任期は、１ヵ年（４月１日から３月３１日まで）とする。但し、再

任を妨げない。 

   ２．補欠のため、新たに選任された役員の任期は、現任者の残任期間とする。任期 

満了または新任によって退任する役員は、新たに選任された役員が就任するま 

で義務を行う。 
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（役員の辞任） 

第１２条 役員が任期満了以外に辞任するときは、総会の承認を得なければならない。 

（役員の罷免） 

第１３条 役員は、本連盟の名誉を著しく傷つけたり、その義務を怠りまたは不利益をも 

たらすと認められた場合は下記により罷免される。 

１．会長、副会長、顧問については総会において４分の３以上の賛成が得られた場

合のみ。 

   ２．理事長については理事会において４分の３以上の賛成が得られ、かつ総会の過

半数の賛成が得られた場合。 

３．副理事については、理事会において４分の３以上の賛成が得られた場合。 

４．連盟委員により選出された役員については、連盟委員会において４分の３以上

の賛成が得られた場合。但し、速やかに旨を理事会に報告しなければならない。 

 

第６章 総会 

（総会） 

第１４条 総会は最高意志決定機関であり規約の改正、会計報告の承認、その他本連盟全

般にかかわる重要な事項を決定する。 

（定例総会） 

第１５条 定例総会は、４月、９月、１２月の３回とし、理事会により招集される。 

（臨時総会） 

第１６条 臨時総会は、理事長により招集される。但し、３分の１以上の学校又は連盟委

員会の要請があった場合、理事長は臨時総会の招集を要す。 

（総会の成立） 

第１７条 総会は委任状も含め議決権を有する者の過半数の出席をもって成立する。 

（議決権） 

第１８条 総会の議決権は各学校に１票を与え過半数をもって議決される。その際、白票

は有効投票数に数えない。 

１．委任状の委任者が記してないときは、議長に委任されたものとする。 

２．賛否同数になった場合は議長に決定権を与える。 

（構成） 

第１９条 総会は第５章第８条で規定された役員において構成されそれぞれ発言権を有

する。 

（議長） 

第２０条 総会の議長は理事会が努める。  
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第７章 理事会 

（構成） 

第２１条 理事会は、各加盟学校より選出された理事によって構成される。但し、理事は

各学校の野球部長（野球部顧問）とＯＢがこの任につくものとする。また、会

長はオブザーバーとして出席することが出来る。 

（理事会） 

第２２条 理事会は、連盟委員会に対する適切な助言、会計の監査、その他理事会にかか

わる重大な事項を審議する。 

（定例理事会） 

第２３条 定例理事会は定例総会の開催時に開かれる。 

（臨時理事会） 

第２４条 臨時理事会は理事会の招集または４分の１以上の理事の要請により開催され

る。 

（理事会の成立） 

第２５条 理事会は委任状も含め議決権を有する者の過半数の出席をもって成立する。 

（議決権） 

第２６条 理事会の議決権は各学校に１票を与え、過半数をもって決議される。その際、

白票及び無効票は有効投票数に数えない。但し、賛否同数になった場合は議長

に議決権を与える。 

（議長） 

第２７条 理事会の議長は理事長が努める。 

 

第８章 連盟委員会 

（構成） 

第２８条 会員各学校は本連盟の委員として各学校より２名選出しなければならない。連

盟委員はこれらの委員より構成され、各委員はそれぞれ発言権を有する。但し、

連盟委員候補者の出席は認める。 

（連盟委員会） 

第２９条  

１．連盟委員は第２章第３条で規定された事業及び予算の立案を行いその他連盟委

員会にかかわる重要な事項を審議する。また、これらにつき理事会へ報告の義

務を負う。 

２．委員会は委員長の招集または４分の１以上の連盟委員の要請により開催される。 

（連盟委員会の成立） 

第３０条 連盟委員会の委任状も含め議決権を有する 3分の 2以上の委員の出席をもって

成立する。 
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（議決権） 

第３１条 連盟委員会の議決権は各学校に一票を与え、過半数をもって決議される。その

際、白票は有効投票数に数えない。但し、賛否同数になった場合は議長に決議

権を与える。 

（議長） 

第３２条 連盟委員会の議長は連盟委員長が努める。 

 

第９章 会計 

（会計年度） 

第３３条 本連盟の会計年度は 4月 1日より翌年 3月 31日までの 1年間とする。 

（運営費） 

第３４条 本連盟は各学校連盟費、寄付金、その他の収入をもって運営される。 

（予算） 

第３５条 本連盟の予算はその年度の最初の連盟委員会で立案され総会の承認を得た後成

立する。 

（会計報告） 

第３６条 本連盟の会計報告は理事会による会計の監査を経、総会において承認されなけ

ればならない。 

 

第１０章 選手資格 

（資格） 

第３７条 選手は本連盟の会員たる各学校に登録された者とする。但し、硬式野球部員並

びに準硬式野球部員として登録している者には本連盟の選手資格を与えない。 

（年数） 

第３８条 本連盟の選手資格は学校教育法による学校の規定内限内とする。但し、休学は

年数に含まれない。 

 

第１１章 規律 

（禁止事項） 

第３９条  

１．会員各学校またはその構成員は、本連盟以外に加入することはできない。但し、

一部の会員相互が本連盟の目的と同主旨の連盟を結成する事は妨げない。 

 ２．会員各学校及びその構成員は原則として、本連盟の主管又は公認する試合以外 

に参加することはできない。 

 ３．会員各大学及びその構成員は、本連盟規約並びにスポーツ憲章に違反すること 

は認められない。 
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（処分） 

第４０条 会員各学校及びその構成員が本章第３９条に違反した場合又は本連盟の名誉を

著しく傷つけた場合、総会の名において除名あるいは大会出場停止等の処分を

することができる。 

 

第１２章 新加盟および脱退 

（新規加盟） 

第４１条 新たに加盟する学校野球部が生じたとき、総会において審議され、総会の承認

を得なければならない。 

（申請） 

第４２条 本連盟に加盟申請する学校野球部は、あらかじめ下記の所定の書類を提出しな

ければならない。 

１．加盟申請書 

２．構成員名簿（選手、マネージャー、理事） 

３．活動歴 

（脱退） 

第４３条 本連盟からの脱退は文書をもって総会に報告し、総会の承認を得なければなら

ない。 

 

第１３章 規約の改正 

（規約の改正） 

第４４条 本連盟の規約の改正は、議決権を有する会員学校の４分の３以上が出席する総

会において会員学校の４分の３以上の賛成を得なければならない。但し、委任

状は１票とみなす。 

 

第１４章 付則 

第４５条 本規約の施行については、必要な事項の細目は総会の審議を経て別に定める。 

（平成２０年４月１日 施行） 

 

公式大会及び登録に関する規定 

第一章 公式大会の種類 

第１条 本連盟が主催または参加する下記の大会を公式大会とする。 

１．春、秋季リーグ戦 

２．全日本学生軟式野球選手権大会 

３．東日本学生軟式野球選手権大会 

４．その他本連盟が定めた大会 
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第二章 出場選手資格 

第２条 選手資格は学校教育法による学校の規定年限内とする。但し、休学は年数に含ま

れない。また公式大会の選手登録を済ませたものでなければならない。 

１．ベンチ入りメンバーは各学校２０名までとし、監督は人数に含まない。但し、背番号

は主将１０番、監督３０番とし、００番を除き，０番～５０番までとする。 

 

２．追加登録は試合出場日の一週間前までとする。 

 

第三章 規律違反チーム又は選手の処置 

第３条 公式大会出場チーム又は選手が下記各号に該当するときには、総会の決議により

相当の処置を行う。但し、個々の選手の違反はチームの責任とする。 

１．不正登録チームの出場 

①試合中発見された場合は相手に勝利を与える。 

②試合終了後に発見された場合も相手に勝利を与える。 

③決勝戦終了後に発見された場合は準優勝者を優勝者とする。 

２．審判員の下した判定に対して服従しないもの。 

３．軟式野球の正しい発展を阻害するような言動を行い、大会の進行を妨げる行為を

したもの。 

 

第四章 服従 

第４条 選手は次のことを守らなければならない。これに違反したものは出場できない。 

１．選手は必ず同一のユニホーム・ヘルメットを着用すること。又、運動靴の使用も

禁ずる。負傷等やむを得ず使用する場合には主審の許可を得ること 

２．試合当日は学生服かそろいのウインドブレーカーを着用のこと。 

３．試合球はケンコーA号を使用する。 

４．マスコットバットおよびバッドリングはグランド内に持ち込まないこと。 

５．捕手は捕手用ヘルメットを着用すること。 

６．グランド内のコーチャーはヘルメットを着用すること。 

７．マネージャーはシートノック等でグランド内に入る場合はヘルメットを着用する

こと。 

８．バットはＪＳＢＢ規格のものを使用すること。ただし木製に関してはその限りで

ない。 
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第五章 リーグ戦 

第５条 試合は９回戦とし、延長戦は行わない。 

第６条 日没及び降雨コールド試合は５回終了後とする。またリーグ戦の円滑な進行を図

るため得点差によるコールド試合を次のように設ける。 

１．５回終了後 １０点差 

２．７回終了後  ７点差 

第７条 不戦勝の場合、通常の勝ち点２で、得失点については＋7点、不戦敗のチームは－

7点とする。 

第８条 順位は各校１回総当りの勝ち点制によって決する（勝２、分け１、負０）。但し、

勝ち点が同一になった場合には得失点差によって決する。なお、必要に応じて代

表決定戦を行う。その運営方式は別に定める代表校決定細則による。 

第９条 全試合終了後、記録の優れていた者に対して下記の賞を与える。 

１．最優秀選手賞、優秀選手賞 

２．なお、敢闘賞を連盟委員会の裁量により設けることを可とする。 

 

第六章 付記 

第１０条本連盟により開催される試合の判定について、審判員に絶大なる権限を与えるも

のとし、主将以外の抗議は一切認めない。 

第１１条 グランド内においては一切の暴力行為を禁ずる。これに違反した場合は厳重の   

処罰を与える。 

第１２条 塁審は指定チームより３名務める。 

第１３条 記録員は指定チームより１名務める。 

附則（平成２０年４月１日 施行） 

 

代表校決定細則 

第１条 リーグ戦において全日本学生軟式野球選手権大会並びに東日本学生軟式野球選抜

大会の代表校が決まらない場合、次の要領で代表決定戦を行う。 

第２条 代表決定戦は原則としてリーグ戦終了後の最初の予備日に行う。 

第３条 試合は９回戦とする。９回終了後同点の場合は延長戦を行う。延長戦は試合開始

後３時間を越えて新しいイニングに入らない。 

第４条 ３時間を越えてなお同点の場合、次のイニングの攻撃は１死満塁からとし、打者

は通常先頭打者となる選手が打席に入る。この際走者は打席に入った前の選手を

１塁走者、その前の選手を２塁走者、その前の選手を３塁走者とする。 

第５条 得点差によるコールド試合は設けない。但し、日没コールド試合は５回終了後と

する。 

平成 27年 3月 25日改正 


